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住宅地に隣接する緑の保全活動
国分寺姿見の池緑の会

会長 高橋邦宏

都指定の「国分寺姿見の池緑地保全地

域」は、周辺に住宅地が広がりながらも、

コナラ、クヌギなどの樹木、四季折々１

００種類を超える草花など豊かな自然が

残されています。

今から３年半前に、この自然を守り育て

るために「国分寺姿見の池緑の会」がつ

くられ、保全活動が初めて始まりました。

杭を打ち・ロープをはって遊歩道をつく

り、潅木伐採、下草刈り、貴重種の保護、

枯れ枝・葉と枯損木の除去などにとりく

み、見通しも良くなり、遊歩道も整理さ

れ、市民が安心して散策できる憩いの場

となり、保育園児達の散歩道になってい

ます。貴重なキンラン、ギンランも毎年

あちこちに可憐な花を咲かせています。

また「里山へＧＯ」等のイベントでの、

保全活動体験・クラフトなどによる自然

学習の場になり、小学生の自然体験学習

のフィールドとして活用されています。

都市化が進む中での自然保護活動のあ

り方が問われている今、東京都が「里

山」として位置付けているこの地域の活

動は、生態系保護に留意しつつ人間と自

然が共生するバランス良く継続・発展す

る緑地保全として情勢の変化に対応した

活動となっています。

２９０年の歴史
美しい用水の会 代表佐藤敬臣

290年前、江戸幕府の‘新田開発政策’に

より誕生した砂川用水（旧野中新田分水）

は、今年で290年目を迎えています。砂川用

水の美化活動を開始して丸7年が経過し、

砂川用水は、まもなく写真のように美しい

冬景色に衣替えする

ほどにまで、整備

されました。

美しい用水の会は、

この砂川用水美化

活動と皆様が継続

してこられた恋ヶ

窪村分水保全・整

備活動への参加を

通して、用水を守

ることを目指しています。令和2年からは、

一歩進めて、新田開発の歴史・遺構を後世

に語り継ぐ活動を展開することを計画中で

す。

随所にある様々な新田開発の遺構、多く残

されているまちの史実・口伝。それら一つ

一つを市民の目で発見・整理し、市民が選

ぶ歴史遺産として発信・保全し、消えゆく

歴史の跡を残す必要があります。そのため

には、皆様のお力をお借りしなければなり

ません。ぜひとも、歴史遺産発見・整備・

発信活動にご支援いただきたく、紙面お借

りし心からお願い申し上げます。

『東経自然と歴史に親しむ会』

“講演会のご案内”

東京経済大学が、地域交流活動の一環

として、武蔵野の自然や歴史についての

講座･講演会を、市民の皆様に自然保護

の重要性や、国分寺市の歴史的背景を、

理解して頂く一助として開催します。

日 時：令和1年12月14日（土曜日）

午前10時30分～12時00分

講演者：特定非営利活動法人

国分寺市にふるさとをつくる会

（理事長 白木昭憲）

テーマ名：「国分寺の緑地・

緑地保全地域を守る」

会 場：アクティ・ココブンジ市民活動

センター（国分寺ﾂｲﾝﾀﾜｰ･EAST３階）

問合せ： 東京経済大学学務課 石原 融

TEL：042-328-7755 ishi@s.tku.ac.jp）
NPO法人国分寺市にふるさとをつくる会

理事長 白木昭憲

TEL：090-6034-4616

保育園児達!

里山へＧＯ！

日影山遊歩道

姿見の池

小学校の校外学習・総合学習を行いました

それぞれの小学校からの要請で、国分寺市立第九小学校１年生80名・2

年生60名の校外学習をエックス山で、第四小学校３年生18名の総合学習

のゲストティーチャーを「森の自然塾」指導者が務めました。

第九小学校 第四小学校



 

12月 1日(日) 国分寺環境まつり 

　 　 　10:00 国分寺市清掃センター

     1日(日) 姿見の池ホタルの会 作業 

　 　 　　9:30 姿見の池

     2日(月)防災推進の街づくり仲間の会

井戸端会議

          9:30～10:00 室内プール前井戸

 　　5日(木) 多摩に歩く会

　 　　　9:00 ＪＲ西国分寺駅南口噴水前
     8日(日) 防災講演会

         14:00～ 東京都立多摩図書館

    11日(水) 森の教室運営委員会

          9:30 恋ヶ窪公民館

    14日(土) 東経大講演会

         10:30～12:00 国分寺ツインタワー
    14日(土) ふるさとの会幹部会議

         14:00 恋ヶ窪公民館

　  15日(日) 森の自然塾

        8:30 エックス山中央(スタッフ)

　  15日(日) 環境ひろば

　  21日(土) 日吉町町内会定例会

         13:30 第五小学校相談室

    22日(日) 姿見の池ホタルの会 作業 

　 　 　　9:30 姿見の池

  　22日(日) 姿見の池ホタルの会 会議 

　　 　　14:00 多喜窪公会堂

    22日(日)防災推進の街づくり仲間の会

　　 　　14:00 第九小学校図書室

     13:30 恋ヶ窪公民館

26日(木) 多摩に歩く会 会議
   　    　　　※終了次第広報委員会   15:00 恋ヶ窪公民館

npo-kokubunjifurusato.jp

１２月行事予定

　　　10:00 国分寺市役所　

QRコード

※ホームページをご覧下さい。

    26日(木) 会報配布準備

伝言板

森の自然塾のご案内

12月の自然塾は15日に開催しま

す。集合はX山に9時20分～40分で

す。天候にかかわらず九小に移動

します。解散はX山です。12月の

テーマは「クリスマス・リース作

り！！」「みんなでクリスマス・

ソング合唱！！」です。ご参加を

お待ちしています。当日は上履き

を持参ください。

１１月「森の自然塾」
担当 長谷慎太郎・田中由美子

今月はインディアンに伝わる

「安眠のお守り作り」と「ひっつ

きむしで魚釣り」のプログラムで

す。晩秋のエックス山に９：００

過ぎ頃から自然塾の子供達がお父

さん、お母さんに連れられて集

まって来ました。恒例の伊達おじ

さんのラジオ体操（今回は楽しい

鹿児島弁）に始まり、魚釣りに使

う葉っぱを各自採取して第九小学

校の図書館（雨天時、冬場に使

用）へ向かいます。最初のプログ

ラム「悪夢をすくいとる安眠のお

守り」をそれぞれ作って最後に各

自、出来た作品を発表。次のプロ

グラム、ひっつきむしのオナモミ

を使っての魚葉釣りです。

オナモミは昔良く見られましたが、

今は殆ど目にすることはありませ

ん。今年はオナモミの育っている

状態を子供達に見せたくて、種か

らオナモミを栽培して実物を見せ

る事が出来ました。葉っぱに魚の

目、うろこを描いて口にスキマ

テープを貼って魚が完成です。

釣り竿はエックス山のアズマネ笹

にタコ糸の先にオナモミの針を付

けて完成。廊下の釣り堀に魚葉を

放し、魚釣大会開始。最初は戸惑

いながらも一匹、二匹、と釣れ子

供達の大歓声で自然塾も楽しく終

わりました。

多摩丘陵の旧石器・

縄文時代の歴史と自然を訪ねて
実施担当責任者 二瓶文博

11月24日に、ふるさとの自然と

歴史を訪ねる会のツアーとして、

多摩センターを訪ねました。

今回の舞台の１

つは、東京都埋

蔵文化センター

です。ここには、

多摩ニュータ

ウン開発の際に

遺跡から発掘さ

れた多数の石器や土器（縄文時代

が多い）が収蔵されていて、手で

さわれるなど他所にはない展示を

行っています。また、イノシシを

生け捕りにするためのおとし穴の

模型など、分かりやすくする工夫

もなされています。

センター内の「縄文の村」では、

竪穴式住居が復元され、住居のな

かでいろりの焚火を囲みながら、

縄文時代の生活を想像することも

できます。

私たちスタッフも、できるだけ考

古学のおもしろさを感じていただ

こうと、下見を重ね、解説の準備

をして臨みました。地味な話が多

いので、参加者の皆さんが興味を

持ってくださるかどうか心配でし

たが、アンケートでは多くの方か

ら「満足した」と書いていただき、

ホッとしました。

多摩センターは、人工のニュータ

ウンの中心部ですが、地域に昔か

らある文化財を残し、広い緑地を

公園として、気持ちがよい空間が

できていました。これからも“新

しいふるさと”の見どころを見つ

けていきたいと思います。


